
コールサインに 
まつわる思い出

JA3AA　島 伊三治

アテネオリンピック関連の SY2004KF をは

じ め、LY2004P、4O6100BB、UN100KTZ、

4N3100NA 等々やたら長いコールサインの局

が増え、ハムログのコールサイン欄に収容し

きれず四苦八苦している今日この頃です。

これは、国際電気通信連合 (ITU) の 2003 年世

界無線通信会議 (WRC-03) において、アマチュ

ア局の呼出符号の

構成を規定してい

た無線通信規則第

19 条 (1 または 2

文字 +1 数字 + 最

大限 3 文字 ) が改

正されたのが主な

原因と思われま

す。

国内でもこれを受けてアマチュア局のコール

サイン指定基準が、行事等の一時開設のイベ

ント局、国際宇宙基地と通信用の臨時開設の

局に対しては、例えば近畿管内では 8J3 また

は 8N3 の次に、1 字以上 5 字以下のアルファ

ベットまたはアルファベットと数字の組み合

わせ、ただし最後の字はアルファベット。と

改正されました。この新しいコールサインの

指定基準で、サフィクスが 3 文字を超える局

は、7 月 7 日付け免許の 8N3ARISS を最初に、

8N1NSSA、8J4ARDF が誕生しました。

コールサインの自由化 ? もここまで来たかと

いう思いとともに、コールサインにまつわる

今までの思い出を書いてみました。

1955 年 3 月、移動局 ( 移動するアマチュア局 )

の免許に当たっては、現在免許のものと別の

コールサインとするということで、JA3RL が

指定されました。初代の JA3RL は私なのです。

このコールサインで一度再免許を受けていた

と思います。

1970 年の大阪万博では JARL の局ですがクラ

ブ局として例外の JA3XPO のコールサインを

戴きました。本当は、8J3XPO が欲しかったの

ですが、大阪万博会場内でサンフランシスコ

市がアマチュア局の場所を提供しましょうと

の電文を見たのが 1 月 19 日で、3 月 14 日の

開幕までには時間的余裕がなく、8J3XPO の希

望は述べましたが、XPO のコールをもらうの

が精一杯でした。念願の 8J3XPO は 1981 年の

ポートピア博で実現しました。

特 に 思 い 出 に 残 る の が、1990 年 花 博 の

8J90XPO です。コールサインの数字が 90 と 2

は旧英国領の影響を受けているようです。2nd と

X がプールで遊んでいる間に私はホテルのチェック

インを済ませ、Ed さんにホテルまで迎えに来ても

らいました。Ed さんのシャックでリグ (FT920) や

アンテナ ( 前回不調だった 3 エレトライバンダーと

7MHzDP) を確認後、ホテルの近くにあるレンタル

スクーターの店まで連れて行ってもらいました。バ

ミューダでは、レンタカーを借りることができませ

ん。もちろん島の居住者は車の運転ができるのです

が、旅行者は車の運転が認められていないのです。

その代わり誰でも成人であれば、レンタルショップ

のおじさんからスクーターの説明を受け ( 安全運転

講習です Hi)、彼の前で小回りで何周か運転できる

ことを見せる ( 運転試験です Hi) だけでスクーター

を借り出せます (2 人乗りも OK)。結局、この日の

夜は早めの夕食となり、少しお酒も回り電波は出せ

ません (= シャックに行けません ) でした。

August 27, 2004  Friday
午前5時に目覚ましを合わせ

ましたが、ゆっくりと起き出

し、ホテルからシャックまで

スクーターを走らせました。

先ず 7MHz を聞きましたが

ノイズが S7 まで振れていま

す。CW で CQ を 出 す と W

から呼んできましたが、ノイ

ズと同じ位の信号だったので取り難いこと…これで

アンテナ

8 月 26 日 ~30 日の間、家族でバミューダ島 (VP9)

へ旅行しました。昨年 4 月にも行きましたが、私

としては、前回の QRV 時にハイバンドで JA とオー

プンしなかったリベンジの気持ちも有りました。ま

た、前回と同様 VP9GE/Ed さんのシャックを借り

ることにしました。

August 26, 2004  Thursday
NY からバミューダ島へは飛行機で 2 時間少しの距

離です。午前中に移動し、現地正午前にホテルに着

きました。チェックインは午後 3 時だったので部

屋は未だ用意できておらず、早速、皆でプールへ。

プールサイドから Ed さんに携帯で到着の連絡をし

ました。なんとバミューダでは米国の携帯電話がそ

のまま使えるのです。どうも米国の電話網の中にそ

のまま組み込まれてい

るようで、国番号自体

<1-441> が米国内のエ

リアコードと同じ扱い

になっています。その

他、電気 (110V でプ

ラグも同じ ) やお金も

そのままでOKです(米

ドルとバミューダドル

が等価で、通貨も混在

して使われています )。米国と明らかに異なるのは

車が左側通行 ( ハンドルは右 ) ぐらいで、これだけ

JR3IXB/VP9 運用レポート

W2/JR3IXB  沖 正典

VP9GE の家

次ページに続く
4 ページに続く
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は JA の信号は取れないと判断し、次に 10MHz へ。

CQ を出すも空振りばかり…そして 14MHz へ、うー

むノイズしか聞こえません。もうほとんどあきらめ

モードになっていたのですが、14MHz は JA3BOA/

乾さんと午前 8 時 (JA 午後 8 時 : 丁度 12 時間の時

差 ) に SKED を組んでいたので、それまでは波を出

そうととりあえず CQ…。でも空振りの連続でした

(Hi)。こらアカンとダイヤルをクルクルと廻してい

ると JA の CQ が突然 59+ で入感 !JH0HQP/ 丸山さ

んでした。S の強さは設備を聞いて納得。そのまま

Freq を使わせていただき、また当局のコールをパ

ケクラに上げていただいたおかげで、突然、JA か

らのパイルに・・・よかった ! 何局か交信を続け

ているとパイルの中から JA3AER/ 荒川さんの声が

聞こえ、久しぶりのご挨拶。Force12 と FB なロケ

(NL2003 年 11 月号参照 ) の信号は強力で、それは

東日本各局との地域差を感じない信号でした。荒川

さんは、JA3BOA/ 乾さんが ML に流された SKED

情報を基にワッチされていたそうですが、その乾

さんが聞こえて来ないのは何故 ? 台風の影響か ? と

思っていたのも束の間、十数局後にはパイルを突き

破り、聞き慣れたボーストン ~ オーシャン…乾さん

の信号です。シャックへの到着が少し SKED 時間に

遅れたそうです。ピークでは 59+10db で来ていま

した。流石です (NL2003 年 10 月号参照 )。乾さん

と JA 土曜日朝の 15m の約束をして 73。しばらく

続けた後、CW にも移り、多くの JA との交信を楽

しむことができました。そろそろリグの SW を切る

時間です。まだまだ JA が聞こえているのに家族の

待っているホテルへ帰るのはなんとも…でも、そう

なんです。これからバミューダでの一日が始まるの

です (Hi)。

昼間の行動は省略です (SRI)。

そして夕方です (JA の土曜日朝 )。21MHz に期待

が高まります。出発前には JA-VP9 のオープンは

14MHz も厳しいかもしれないとのアドバイスを某

ダウンタウン

著名 DXer から受けていたのに 21MHz です (Hi)。

午後 (JA の午前 )6 時半にシャックに到着。期待通

り CONDX が良いのか 21MHz は賑わっています。

でも聞こえるのは W と EU ばかりです。JA はもう

少し後かなと思い、いつもの移動運用で使わず終い

の RTTY 用インターフェースを取り出し、21MHz

で CQ、CQ…EU からチラホラコールのあと、パ

ケクラに上がったせいかか突然パイルが大きくな

りました。しばらくするとパイルの中から突然、

JH1・・とプリントされました。えっ ? しばらくす

るも他に JA からのコールはないようです。結局、

21MHz で JA との RTTY は 1 局のみに終わりまし

た。が、JA とオープンしていることがわかり、早

速、SKED の 21195kHz へ。なんと乾さんの信号

が 59+ で聞こえます。そのまま SSB でパイルを楽

しみました。昨年 11 月の KP2 とは違い (NL2003

年 12 月号参照 )、今回はなかなかフェードアウト

しません。しばらくすると携帯電話が…2nd からの

「晩飯まだ ?」コールでした。後ろ髪を引かれる思

いで、ホテルへ帰りレストランへ。私 1 人興奮し

てたようで、X も 2nd も少し白けぎみでした…ご

めん。明日は、挽回 ?

August 28, 2004  Saturday
この日も早朝からシャックです。この日のローバン

ドも前日と同様、NG でした。仕方なしに 14MHz

へ。インターネットから 14SSB をパケクラにセル

フスポットすると、突然、JA からのパイルに ! い

つもながらのパケクラの威力です。何局か交信して

いると、突然、聞きなれた声でパイルを突き破る

コールが…JA3USA/ 島本さんでした (CQ 誌本年 6

月号参照 Hi)。まるで三田のホームから I-House の

ロールコールに出ているような感じです (Hi)。その

後、30 局ぐらい交信して CW に移ったのですが、

CW で最初にピックアップできたコールはやはり

JA3USA でした。島本さんの CW を聞いたのは初め

て (?) かもしれませんが、サフィックスの USA は

前ページより続く

CW マニアならほとんど単語として頭に叩き込まれ

ている筈ですので、パイルの中では相当のアドバン

テージだと感じました。この日の夕方 (JA29 日朝 )

は、結局、21MHz で JA はオープんしませんでした。

August 29, 2004  Sunday
この日は KP2 にも持っていった Vertical Ant を 10

と 18MHz にセッテイングしましたが、CONDX が

悪く NG。でも 14MHz はこの日も絶好調でした。

最初、CWでCQを出し始めると最初にコールがあっ

たのが JA3PYC/ 山本さんでした。信号は S7 まで

振れ、ベランダからの釣竿 ANT とは思えない信号

でしたが (NL2003 年 6 月号参照 )、なんといって

も CQ の後、最初にコールというのが嬉しかったで

すし、流石のワッチ力です。山本さんならパケク

ラに上げてもらえるのでは ? と期待していたらその

通りで直ぐに JA からのパイルとなりました (MNI 

TNX!)。その後 SSB に移りましたが、CONDX がま

だ良さそうでしたので、RTTY にもトライ。ここで

は JA に加えて W、EU からも沢山のコールがあり

ました。その受信音は、これまで経験したことがな

い壮絶 (?) なもので、なかなかプリントできないも

どかしさがありました。この日も 21MHz で JA と

のオープンはありませんでした。

August 30, 2004  Monday
最終日です。帰りのフライトは午後 0 時 50 分発。

荷支度の時間なども必要ですので、7 と 10MHz の

みで早々に切り上げる決意でシャックへ。10MHz

ではセルフスポットしながら空振り CQ を続けてい

ました。すると、弱いながらも JR7…とハッキリと

コールが聞こえました。おそらく相当数の JA 各局

が 10MHz でワッチしてくれていたと思いますが、

この局はまさにスーパーでした。今回、10MHz で

の JA との交信は 1 局のみに終わりました。　

Edさんに(本当に最後かもしれない)お別れを言い、

帰宅の途に付きました。ホテルを午前11時に出発。

時差のために 1 時間戻るものの、NY の自宅に着い

たのは午後 3 時前でした。数時間前の景色が夢の

ように感じるくらいの近さです (…NY からは )。

まとめ
今回、ローバンドは NG でしたが、14 と 21MHz

では FB CONDX に巡り合えたおかげで予想以上

の JA 各局と交信することができました。結果は、

総交信数 591( 内 JA473)。JA とのバンド・モー

ド 別 内 訳 は 30m: CW-1, 20m: CW-226 SSB-139 

RTTY-30, 15m: SSB-76, RTTY-1 でした。コール頂

きました各局どうもありがとうございました。73!

ビーチ

7~8 年前から毎週日曜日に 21 メガでヨーロッパ
を始め色々な国の女性ハムとスケジュール QSO を
楽しんでいます。コンディションが良い時期には、
たくさんの女性がチェックインしてきて約 1 時間
程のスケジュールタイムがすぐに終わったのです
が、最近のようにコンディションが悪いとなかな
かお互いうまく聞こえないことの方が多いもので
す。
幸いにしてエコーリンクという便利な通信手段が
できて、これを通しての連絡も増えてきました。
例えばこちらの信号は相手に聞こえていても、私

の方では相手の信号がきこえないこともよくあ
ります。そういう時、エコーリンクで応答があり、
お互い今週も元気だったことを確かめあうこと
があります。
ただ困ったことにはエコーリンクは、フェーディ
ングや混信がなく明瞭度もすこぶる良いので誤
魔化しがきかないことです !( 笑 )　しかし連絡
事項は、しっかり確認できますのでそれによる
素晴らしい点もあるなあと思っています !
エコーリンクを使ってみて、アマチュア無線の
聞こえるか聞こえないかワクワクしながら、ワッ
チして相手の声が聞こえた時のうれしさは、や
はりアマチュア無線でないと味わえないですね。
齢重ねてもワクワクさせてくれるアマチュア無
線はやはり素晴らしいなあと再確認しました。

アマチュア無線とエコーリンク
JR3MVF  三好 京子     
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戦後中国から引き上げてきて、大阪阿倍野区の

阿倍野警察署の裏で小学生時代を過ごした。自

分で言うのも気が引けるが、何にでも好奇心を

持つ性格であった。家の前に若夫婦がやってい

る小さな印刷屋があり証券や賞状を刷っていた

が、小学 3 年（昭和 25 年）頃学校から帰ったら

必ずそこに行き、印刷の工程を飽きもせず見続

けた。そのおやじさんは毎日やって来る少年を

迷惑がらず、優しかったのを記憶している。今

にして理解できたことだが、その時の印刷方式

はオフセット印刷の原型で、版に水が付いた部

分はインキが乗らず水の付かない部分はインキ

が乗って紙に転移し、きれいに印刷ができるの

が不思議であった。父親は

息子の好奇心の旺盛さを感

じたのか、あべの近鉄百貨

店の模型売場から模型飛行

機作りの名人を聞きだし、私を弟子入りさせて

くれるように頼んだ。この名人は 30 歳ぐらい

の脊椎カリエスを患った背中の曲がった身障者

で、駐留軍関係の仕事をしていたと聞いた。ショ

リーと呼ばれアメリカ人から可愛がられていた

日本人であった。この人の得意な模型飛行機は、

ゴム動力で滞空時間を競うライトプレーンと呼

ばれるもので、竹ヒゴと桐で骨組みを作って和

紙を貼り付け主翼と尾翼を作る。当時の男の子

は一度は作った経験があると思う。ショリーは

この完成品を近鉄百貨店に卸していた。彼の完

成品は美しく芸術品であったが、滞空性能も抜

群であった。ここで修行したお陰で私も上達し、

小学５年生頃に狭山池で開催された競技会で大

人に混じって健闘し、宮杯の楯を頂いた。滞空

時間を稼ぐためには、ゴム動力の推進力がある

内にできるだけ高く揚げ後は運任せであるが、

ショリーは色んなことを考えた。ライトプレー

ンは、ゴム動力が尽きるとそれまで推進力を与

えていたプロペラが逆に抵抗になってスピード

が落ち、当然のことながら高度がどんどん下が

る。これを防ぐためにプロペラを半分切って、

切ったほうにバランスを保つため空気抵抗の少

ない針金を重りとして付け、またゴム動力が尽

きると半分のプロペラも後ろに倒れて、風の抵

抗を減らす工夫をした。またショリーは、同じ

推進時の風の抵抗を減らす目的で、大きな主翼

と小さな尾翼を逆にして、即ち尾翼側にプロペ

ラをつけたものも作って実際に競技に参加し

た。残念ながらこれらのアイディアが功を奏し

たかどうかについて今は記憶が無い。しかし常

識では考えられないようなアイディアを思いつ

き、試行錯誤を繰り返し、それを競技会のよう

な場で実証する、誠にアマチュア的な物づくり

のアプローチであった。当時のあべの近鉄百貨

店の模型売場は、かなり充実していたように思

う。時代が時代だったので写真も無くその趣を伝

えようが無いのが残念である。即ち模型飛行機は

B29 のような形をした大型の４発エンジンのもの

（当時でもこんなものを飛ばす場所は無かったであ

ろうし、エンジン全部を同時に吹かせることは至難

であったと想像できる）が天井に吊ってあった。エ

ンジンの容量は１馬力の大きなものが売られてお

り、叔父から借りて一度庭で空吹かしをやってみた

が、燃料と空気の混合、点火のタイミングが旨くい

かずなかなか回らない、何とか回ったら消音器など

無いのでドデカイ音で隣家からひんしゅくを買った

のを覚えている。勿論当時はまだラジコンの時代で

はなく、ワイヤーで引っ張って円を描かせながら上

昇・下降・宙返りをさせて楽しむものであった。４

発の B29 もどきでこんなことやったらワイヤーを

引っ張る人が空に引っ張られるぐらい立派な機体で

あった。中学生になってサブミニチュア管を使った

送・受信機とエスケープメントリレーのラジコン製

作記事を目にした。またショーケースの上では模型

電車が走っており、日本のものはモーターと台車が

ウオームギアーで結合されているため減速比が大き

く高速仕様ではなかったが、舶来ものはモーター軸

アマチュア的 物づくり志向への 目覚め
JE3BEQ  宮本 誠一

を直接平歯車で伝導しており、今で言う新幹線のイ

メージがあった。しかしこんなものを走らせられる

恵まれた環境の人も少なかっであろう。ショウケー

スの中には、実際にアルコールでボイラーを炊く蒸

気機関もあった。学校では静止模型で蒸気機関の原

理を学んだが、それよりも遥か年少の時に実際に炊

いて動く蒸気機関のミニチュアに接したときの興奮

は今でも記憶にある。続く横のショーケースには、

鉱石ラジオ、並四・高一ラジオなどが並んでいた。

マジックアイがついた５球スーパーが出てくる直前

だったように思う。ラジオへの興味は、この直後に

知った日本橋に移っていったことは皆さんとご同様

であるが、物づくりのイメージが、百貨店は完成キッ

ト、日本橋は部品探し

から始まることを子

供ながらに理解し、日

本橋に行きたいと思

う強い願望が芽生えていった。さて模型売り場の壁

には、ロケット推進器がかけてあった。これは一体

どういう使い方をしたのだろうか。記憶があやふや

だがカーバイトを水につけて発生するアセチレンガ

スを自転車の空気入れで注入した空気と混合・圧縮

して点火するものでなかったかと記憶している。今

時ならロケット弾として危険視されるもので、売り

場に並ぶ代物では無く隔世の感がある。とにかく小

学生でましてや井の中の蛙であったので定かではな

いが、あべの近鉄百貨店の模型売り場は戦後この時

期を迎えて、かなり内容豊富な夢のある楽しい場所

であったことを思い出すのは、ひょっとして私だけ

では無いように思う。

富士山 （山梨県側から） 小鳴門新橋 （徳島）グランドキャニオン上空の B777
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米国に駐在中、フランス領「サンピエールおよ

びミクロン」へ出かけることにしたのは、フラ

ンスとの相互運用協定で短期の運用許可が得ら

れるようになったからである。1987 年 9 月のこ

とであったが、このときは日本の免許 (JA3AER)

でなく、米国の免許 (N2ATT) で運用許可を得た。

出発間際にローカルの N2GKL 秦さんが同行する

ことになり、彼も急遽フランスに運用許可の申

請をしたが間に合わず。FP/N2ATT のゲストオ

ペで我慢しなければならなかった。

いつも使う日系の旅行会社に航空チケットとホ

テルの手配を依頼したが、全く情報を持ってい

一枚の写真から   FP/N2ATT の巻
JA3AER   荒川 泰蔵

ないとのことで、以前この島から運用したアメリ

カ人から情報を得ての準備であったが、彼らが残

してきたアンテナまで借用することが出来たのは

幸運であった。カナダのファリファックスからの

プロペラ機は 45 人乗りで、サンピエール島まで約

1 時間のフライトである。

ホテルで秦さんと運用中に、ローカルの FP5HL, 

Henri と FP5DF, Peter が訪ねてきてくれたが、写真

はその時に撮ったもので、左が Henri、右が Peter

である。彼らは英語が話せたので助かったが、ここ

はフランス語圏である。Henri の誘いで彼のシャッ

クを訪問したが、多分この FP から HF にアクティ

ブなのは彼だけだと思う。

ホテルからは、持参した TS-820 と借用した小型の

クワッドアンテナで 14MHz と 21MHz の SSB を中

心に QRV したが、2 日間で約 350 局との QSO 中、

JA とは 50 局足らずであった。JA のオープンは 1

回で 1 時間程度しかなかったのは残念であった。

ニューヨークからだとそれほど遠くない島ではあ

るが、日本からは遠い島であり、これと言った観

光資源もない島に日本人の訪問客は少ない。

Newsletter
http://www.ja3.net/ji3zag_nl

会報を自由にダウンロードすることができます

ロールコール
毎週土曜日 9:00JST@14.160MHz

月 例 会
大阪国際交流センター

毎月第 2 金曜日

大阪国際交流センターラジオクラブ

JI3ZAG

桁使用は初めてのことであり、JARL 本部も郵

政省に掛け合ってくれましたが良い返事は帰っ

てきません。そこで参考資料として世界中の特

別なコールサインの QSL カードをコピーして

説明を付け郵政省へ提出しました。VI88XPO、

HA100KBV、YU30ARG 等、30 枚ほどだったと

思います。諸外国では、記念局には前述の付属

無線通信規則第 19 条のルール外でコールサイ

ンを指定していると現物を見せて説明もしまし

た。お役所は前例のないものの許可には特に慎

重なのです。外国であっても例外があるという

実例を示したことで、これは効果があったよう

です。

当時わたしは月に 2 回は郵政省へ行っていまし

たので、その都度担当者へ説明とお願いにまい

りました。そんなある日担当の係長から万国博

覧会規則を持ってくるよう指示を受けました時

には、これで決まったと凄く嬉しかったのを覚

えています。この係長は、ジュネーブの ITU 本

部に何回か電話して問い合わせと調整をしてく

れていたこと

を後で知り、よ

くやって戴い

たと今でも感

謝しています。

後日談として、

その数年後に

コールサイン

の 数 字 2 桁 に

ついての興味

ある話があり

ま す が、 今 回

は 8J90XPO までとします。

1 ページより続く

Web page
http://ja3.net/ihouse

The 3rd

Korea DX Convention
Sept. 4, 2004 

会場に向う JA １チーム

KDXC 世話役  HL1IWD

在韓アメリカ人ハム参加受付テーブル

http://ja3.net/ihouse
http://www.ja3.net/ihouse/html/nl.html

